
令和元年５月２０日 

 

 

【令和元年度 第一回動物実験委員会議事録】 

 

     日  時  令和元年５月２７日（月）１５時３５分～１５時４０分 

     場  所  小倉北区キャンパス 宇城記念館３階会議室 

     出 席 者   大澤 得二 学長補佐 食物栄養学部長（実験研究者） 

    中岡  寛 学長補佐（実験研究者） 

            橋元  隆 学長補佐 

            高橋精一郎 リハビリテーション学部長 

            杉元 康志 研究科長 

            楠瀬 千春 大学食物栄養学科長 

            藤城 直二 リハビリテーション学部教授 

            土谷 政代 短大食物栄養学科長 

            吉田 正史 食物栄養学部 教授（人文系） 

            石井 正三 庶務課長（事務） 

   （議題）１．令和元年度動物実験委員会メンバーの確認と委員長の選出について 

       ２．令和元年度実施予定動物実験の審議       

    ３．動物実験委員会年間スケジュールの決定 

     

    １．令和元年度の動物実験委員会の構成員は以下のとおり決定された。 

      なお、委員長については昨年に引き続き大澤得二教授が選任された。 

学長補佐【委員長】 大澤 得二（食物栄養学部長） 

学長補佐      中岡  寛（短大 食物栄養学科） 

      学長補佐      橋元  隆（リハビリテーション学部） 

      学部長       高橋精一郎（リハビリテーション学部） 

      研究科長      杉元 康志（大学 食物栄養学科） 

      学科長       楠瀬 千春（大学 食物栄養学科） 

      学科長       土谷 政代（短大 食物栄養学科） 

      実験に携わる研究者 藤城 直二（リハビリテーション学部） 

      人文系教員     吉田 正史（大学 食物栄養学部） 

      事務担当      石井 正三（庶務課長） 

 

       

 



  ２．令和元年度実施予定の動物実験申請（計画）２件が提出され審査が 

行われた。 

   （１）申請者 中岡 寛 東筑紫短期大学食物栄養学科「ラットの解剖実習」 

              

   （２）申請者 大澤得二 九州栄養福祉大学物食物栄養学部「ラットの解剖実習」 

      各々提出された動物実験申請書（兼計画書）に基づき、実験の内容及び処置

方法等について審査した結果実施が承認された。 

    

  ３．令和元年度の動物実験委員会の年間スケジュールとして以下の事項の確認が行わ

れた。 

     （１）「教育訓練の実施時期と内容」 

       今年度も外部講師（九州歯科大学 小林繁先生）による教育訓練を実施 

予定で、実施時期は調整する。 

     （２）実験終了時の報告と自己評価 

       例年通り動物実験終了後の来年２月を目処に実施する。 

 

     

                                     以上 

        

       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



動物実験に関する講習会 

 

日  時  令和 元年１２月１０日（火） 

場  所  九州栄養福祉大学 北区キャンパス２号館７０１講義室 

講  師  九州歯科大学 小 林  繁 名誉教授 

演  題  「九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学 動物実験に関する教育訓練２０１９」 

       － 動物実験の適正な実施に向けて － 

 

 

講演内容  １．定義：動物実験と実験動物 

      ２．研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針の課題と対応 

      ３．必須事項：基本方針への具体的な対応 

      ４．動物実験関連法令・指針 

      ５．動物の愛護及び管理に関する法律 

            ６．実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準 

      ７．動物実験の倫理 

      ８．動物実験概論 

      ９．麻酔法と安楽死法 

     １０．実験動物の感染症 

     １１．遺伝子組換え動物の取扱い 

     １２．人獣共通感染症と対策 

 

 

講習会に入る前に、本学動物実験委員長の大澤得二教授より本講習会の意義と講演者の 

紹介があり、引き続き小林先生による講演が行われた。動物実験に関する基本的な注意点、 

遵守事項等の説明に加え、研究機関における動物実験に関する教育訓練の内容についての

解説がなされ、終了後質疑応答を行い散会した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参 加 者   

九州栄養福祉大学 

食物栄養学部 食物栄養学科   大 澤 得 二 

                杉 元 康 志 

                吉 田 正 史  

                柳 原 延 章 

                久 保 彩 夏 

                末 村 明佳利 

リハビリテーション学部 

理学療法学科  橋 元   隆 

        髙 橋 精一郎 

        藤 城 直 二 

        廣 滋 恵 一 

        烏 山 昌 起 

        早 川 智 之 

作業療法学科  村 田 奈保子 

平 澤   勉 

東筑紫短期大学 食物栄養学科  中 岡   寛 

                中 村 奈々美 

         

        事務局     石 井 正 三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 ２年 ３月１７日 

 

令和元年度 第二動物実験委員会議事録 

 

   日  時 ： 令和 ２年 ３月１７日（火）１５：３０～１５：３８ 

 

   場  所 ： 記念館３階会議室 

 

出 席 者   委員長  大澤 得二 学長補佐 食物栄養学部長（実験研究者） 

  委 員  中岡  寛 学長補佐（実験研究者） 

               橋元  隆 学長補佐 

               高橋精一郎 リハビリテーション学部長 

               杉元 康志 研究科長 

               楠瀬 千春 大学食物栄養学科長 

               藤城 直二 リハビリテーション学部教授 

               土谷 政代 短大食物栄養学科長 

               吉田 正史 食物栄養学部 教授（人文系） 

               石井 正三 庶務課長（事務） 

 

審議内容： 

１．令和元年度実施された動物実験結果報告（別紙資料） 

        （１）中岡 寛 教授（短大食物栄養学科）「ラットの解剖実習」 

        （２）大澤得二 教授（食物栄養学部）「ラットの解剖実習」 

   実施された上記２件の「動物実験実施報告書」にて下記申請者より内容の説明が 

なされ年度初めに提出された申請書の内容との整合性と実施された動物実験の  

適合性について慎重審議をした結果適正に実施されたことを確認し承認した。 

 ２．令和元年度動物実験についての自己点検・評価報告書について 

   委員会において報告書の内容の確認がなされ異議なく承認された。 

 

 ３．令和元年度の反省及び令和２年度の年間予定について 

   今年度と同様に実施する事で確認された。 

  

 

４．その他 

 

以上 


